
昭和42年11月14日 第 四 種 郵イ更物 認 可
平成 3年12月20日発行(毎月1回20日発行)
物 性 研 究 第57号 第 3号

vol.57 no.3

ISSN0525-2997



1. 本誌は､物性の研究を共同で促進するため､研究者がその研究 ･意見を自由

に発表 し討論 しあい､また､研究に関連 した情報 を交換 しあうことを目的と∴し

て､毎月 1回編集 ･刊行されます｡掲載内容は､研究論文､研究会 ･国際会議

などの報告､講義ノー ト､特別寄稿､研究に関連 した諸問題についての意見を

どです｡

2. 本誌に投稿 された論文については､原則 として審査は行ないません｡但 し､

編集委員会で本誌への掲載が不適当と判断された場合には､改訂を求めること

または掲載をお断 りすることがあります｡

3. 本誌の掲載論文を他の学術雑誌に引用するときは､著者の承諾を得た上で､

privatecommunication扱いにして下さいO

記

1)原稿は400字詰原稿用紙に丁寧に書いて下さいO

2)数式は大きく

下さい｡

イタリック (_ )

こ書 き､ 1行におさまらない

､の投稿

改行箇所を赤で指

じ､立体 (∩)

ギリシャ文字 (ギ 文 文

字､小文字などを赤で

されますので､式に為

著者校正はあ′りませんので､手持に区別 しにくい C･と

uとn､1(エル)と1(イチ)､0(嫌-)と0(ゼロ)､

して下さい｡また､

eと1､Ⅴとu､

エ ックス)と×

(カケル)､ 千(ダガー)と+(プラス)､少と?と呼 と¢なども赤で指定 し
て下さい｡

4)図は写真製版できるもの (こちらで1まトレユズはいたしません.)を図

の説明と共に論文東尾に揃え､図を入れるべ き位置を本文の欄外に赤で

指定 して下さい｡
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物性研究 57-3(1991-12)

議 事 録

第 1回物性専門委貞会 (第 15期 )議事録

日時 1991年 9月 12日 (水) ll:30-12:00､14:00-15:30

出席者 伊達宗行､ 中嶋貞並､ 勝木 握､ 長岡洋介､ 国府 田隆夫

菅野卓並､ 小林俊一､ 山田安定､ 守谷 亨､ 典地斐男

安藤恒也､ 遠藤康夫､ 深井 有

[委貞長選出] 伊達会貞の座長で委貞長の選 出を行 い､伊達宗行氏が再

選 された｡幹事の選挙 を行 い安藤恒也､小林俊一､川村清の 3氏を連出 し

た｡また､小林俊一氏 を物研連全体会議の幹事 に推薦することとした｡

[前回議事録の確認 ] 第 10回物性専門委貞会 (14期)委員会の議事

録 を確認 した｡

[議事 ] 1.幹事の職務分担

小林俊一 :全体会議

安藤恒也 :物性研 との連絡

川村清 :記録

2.空席 2名の決定 (伊達 )

前期 は放射光学会か ら安藤正海氏､ 中性子関係か ら飯泉仁氏の推薦 をお

願 いした｡今期 も放射光関係者 1名 に委員就任 をお願 い したい｡会社関係

者 として 1名委嘱することとしたい｡

以上の提案を了斉 し､人選 は伊達委員長 と菅野委員 に一任することとし

た｡

さらに物性研所長 にオブザーバー として､ 出席 していただ くことを依頼

する｡

3.WGの構成 につ いて (伊達)

前期 は大型施設WGと､物性将来計画WGが あ り､それぞれの報告は､

｢物性研だより｣に掲載 された｡WGは常置委員会的な役割 もある｡今期

は どうするか｡

○大型施設WGはfollowupも必要 だ し､ KUR (京大原子炉 )な ど新 しい

問題 もあるので､ これは必要である｡

○物性研の移転 も不透明で､物性研が どう受け取 るかは物性研の自由だが､
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議事録

物性研内部の議論 に先行 した議論 をするために､物性将来計画WGもや

はり必要である｡

○文部省予算の貧窮 についてはマスコミも取 り上げるほどに関心を集め始

めているので､ これを取 り上げるWGが必要｡

以上の議論ののち､前期 に引き続 き上記 2つのWGを設置することと

し､物性将来計画WG委員長に長岡洋介氏､大型施設計画WG委員長 に

伊達宗行氏を指名 した｡メンバーは次回決定することとした｡

4.科研費時限つき分科細目について (中嶋)

全体会議で提案するものがあった ら考えてほ しい｡

5.勝木委員よ り国立大学理学部の定員増の進行計画について資料が提出

された｡

○建物増を伴わないことに聞産がある｡

○施設費 150億 ×5年分の増 という計画がある｡

6.大型ハ ドロン計画の進行状態 と､それに対する物性関係者のかかわ り

方について遠藤妻貞より説明があった｡

○ ILLの炉は止まってお り､修理 に3年かかる｡LosAlamosはDOE

移管後予算削減で 7週間/年 しか動かない｡ こういう状況下で日本への

期待が大 きいのでご支援をいただきたい｡大型ハ ドロン計画の実現が遅

れれば中規模の計画を新たに作ることが必要 になって くる｡

7.SSCに関する議論 (中嶋)

物研連 として大型国際協力をする際の原則を確立 した｡ 11月米国Bu

sh大統領訪 日に際 して､何 らかの提案がでることが予想される｡それに

先立ち､複数のミッションの訪 日 (根まわ し)が始まっている｡

米国内でもSSC計画は既存の研究計画 とは別途のものであるとして扱

われているらしい｡大統領は軍事費を転換すると言っている｡ P.W.Ande

rson,Harminは批判的だが米国科学者の托ajorityは推進に賛成 していて､

米国研究者が来 日､物研遵委員への接触 を試みている｡

Bush提案は､ ある部分についての協力を求める可能性がある｡例えば､

deteetor関係 (文部省 )Supereonduetingmagnet(科技庁 )について､

関係省庁を通 して､ 日本のindustryに協力を求めると思う｡政府は､米

国にお金を出すのではなく日本企業 に対 して､補助金 を出すのではない

かと推測される｡科学者まで派遣 される段階では物研連としては具体的
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議事録

な対応が必要で､ どう対応すべきか例えば､科学的意義を問われた らど

う答えるか､ など物研連で議論する必要 ある｡間産点 をつめるには､10

月初めの ミッションへの対応が一つのチャンスである｡

以上中嶋物研連委員長か ら発音がありそれにもとずき以下のような発

言があった｡

○研究のフロンティアを広げるのは学問の常道だか ら学問的価値な しとは

言い切れない｡

○学問的価値へのyes,noとそれ以外の側面がある｡

○ヨーロッパの研究者が冷たいのはCERNの拡張 と時期的 に重なるか ら

だろう｡われわれ以上 にpolitiealな間産がか らんでる｡

○ヨーロッパとの蘭豊をどうするのか聞 くことが必要である｡

○,他の分野､例 えば核融合､強い粒子線 による物性研究など本当の国際化

が必要なもの につ いても､ そのような多面的価値判断が必要である｡

○それにしても科学的価値判断がな くては議論が進まない｡

○究極粒子を追 うことが入婿至高の研究であるということになって､物性

はその段階の下 にあるという見方がある｡ それを物性研究者に理解を求

めているように思 う｡予衰 ･政治 とは別のものだと思 う｡物理学会誌編

集委貞会はLeeの話が単純すぎるので､ どなたかにcommentをしていただ

くことにした｡

OJLC計画 との両立も議論する必要がある｡

Ohighenergyの研究者がsystenaticな計画 を出 してきていないのは困った

ことである｡

○アメリカの ミッシ ョンが来たら､ 日本の中小科学がいかに困っているか

を説明 したい｡

○以上の議論をまとめて伊達委貞長が本会議で発言する｡ もちろん他の委

員も自由に発言 してほ しい｡
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物性研究 57-3(1991-12)

｢修 士 吉命 文 ｣ 募 集

掲 示 板

本誌では､今年の修士論文を､2,3編選び全文掲載 したいと思います｡学

術的に価値の高いもの､研究内容がユニークで面白いもののはか､研究は完成

していないが今後に興味ある問題提起を含むものや､Review的な力作など特色

のある修士論文を投稿 して下 さい｡原則 として日本語で書かれたものを受け付

けます｡掲載 の可否については編集部に御一任下 さい｡

1.募集締切 :1992年3月末日

2.自薦､他薦は問わない｡

3.論文のコピーを二部お送 り下さい.できるだけ､そのまま写真印刷でき

るワープロ原稿を歓迎 します.その場合､図や写真は文中該当箇所 に入

れて下 さい｡

4.枚数制限は特にありませんが､できるだけ簡潔なものを希望 します｡

枚数の多い ものは､縮めていただく場合があります｡

5.採用､掲載 された論文の著者には別刷 50部､無料で差 し上げます｡

｢講 義 ノ - ト ｣ 募 集

本誌では､大学院特別講義の ｢講義ノー ト｣を募集 します.これまで一部の

大学に限られていましたが､枠を広げ全国の大学で行われる物性関係の興味あ

る講義のノー トを掲載 したいと思います｡つきましては､関係各位の方々に講

義ノー トの作成について御尽力をお願いします｡

通常､大学院生 にノー トをとっていただき､講師のチェックの後､掲載 して

います｡講師には別刷 50部を寄贈 し､ノー ト作成者には薄謝 と別刷 20部程

度を差 し上げています｡講師の了解などはこちらで交渉致 します｡また､退官

記念講演なども､歓迎 します｡内容と記録の可能性を考慮 して､ご推薦 もしく

はご投稿下 さいますようお願いします｡
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掲示版

科 研 費 総 合 研 究 ･ - 般 研 究 の

学良告 書 の 転 載 ‡こ つ t,ヽ て

｢物性研究｣では､科研費総合研究及び一般研究の報告書を本誌に転載 した

いと思います｡研究成果報告 として､立派な報告書が作成 されても､限られた

部数が関係者のみに配布される状況では､誰 もが手軽に見ることが出来ません｡

また､そういった形の報告書は四散 して失われる危険も大 きく､本誌のような

定期刊行物に掲載 されれば､公開､保存のいずれにおいても意味や;あります.

つきましては､ご投稿あるいはご推薦下さいますようお願いします｡

既に印刷済みの報告書 2部を､転載を希望される部分を明示の上､お送 り

下さい｡別刷はお渡 ししないことになっておりますが､もし希望の場合は､部

数をご連絡下 さい｡詳細は､本誌編集部までお問い合わせ下さい｡

〒606 京都市左京区北白川追分町

京都大学 湯川記念館内

｢物性研究｣刊行会

TEL.(075)753-7051

722-3540
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謹告一編集後記にかえて

次巻から本誌価格の改定に踏み切らざるを得なくなりました｡主な理由は印刷費の上

昇のためです｡これまで印刷屋さんの厚意に甘えて､市価の半額程度の廉価で印刷をひき

うけていただいていたのですが､これも限界とのことで､昨年度､市価なみの印刷費への

ひきあげを受け入れました｡これまで編集部では､人件費､通信費などの定常的な上昇部

分を､原稿を (投稿者の方に)ワープロ原稿化 していただくなどの努力によってなんとか

しのいできました｡しかし印刷費の上昇はいかんともしがたく､今後少なくとも5年間安

定に維持できる価格を目標にすると､20%程度の値上げに踏み切らざるを得なくなった

ものです｡

商業誌でない本誌を支えているのは､読者の皆さんの支援です｡価格の改定はまこと

に残念なのですが､よろしく御協力いただけるようお願いします｡編集部一同､本誌のよ

り一層の活性化をはかると同時に､魅力的な企画を展開してゆきたいと考えておりますo

なお､新価格は次号に掲載される予定です｡

(K.Ⅰ.)

物 性 研 究 第 57巻第 5号 (平成 3年 12月号) 1991年12月20日発行

発行人 池 田 研 介 〒606 京都市左京区北白川追分町

京 都 大学 湯 川 記･念 館 内

印刷所 昭 和 堂 印 刷 所 〒606 京都市百万辺交叉点上′レ東側

TEL(075)721-4541-3

発行所 物性研究刊行会 〒606 京都市左京区北白川追分町

京 都 大 学湯 川 記 念 館 内
年額 15,600円

ー 509 -



謹告一編集後記にかえて

次巻から本誌価格の改定に踏み切らざるを得なくなりました｡主な理由は印刷費の上

昇のためです｡これまで印刷屋さんの厚意に甘えて､市価の半額程度の廉価で印刷をひき

うけていただいていたのですが､これも限界とのことで､昨年度､市価なみの印刷費への

ひきあげを受け入れました｡これまで編集部では､人件費､通信費などの定常的な上昇部

分を､原稿を (投稿者の方に)ワープロ原稿化 していただくなどの努力によってなんとか

しのいできました｡しかし印刷費の上昇はいかんともしがたく､今後少なくとも5年間安

定に維持できる価格を目標にすると､20%程度の値上げに踏み切らざるを得なくなった

ものです｡

商業誌でない本誌を支えているのは､読者の皆さんの支援です｡価格の改定はまこと

に残念なのですが､よろしく御協力いただけるようお願いします｡編集部一同､本誌のよ

り一層の活性化をはかると同時に､魅力的な企画を展開してゆきたいと考えておりますo

なお､新価格は次号に掲載される予定です｡

(K.Ⅰ.)

物 性 研 究 第 57巻第 5号 (平成 3年 12月号) 1991年12月20日発行

発行人 池 田 研 介 〒606 京都市左京区北白川追分町

京 都 大学 湯 川 記･念 館 内

印刷所 昭 和 堂 印 刷 所 〒606 京都市百万辺交叉点上′レ東側

TEL(075)721-4541-3

発行所 物性研究刊行会 〒606 京都市左京区北白川追分町

京 都 大 学湯 川 記 念 館 内
年額 15,600円

ー 509 -



会員規定

個人会員

1.会費 :当会の会費は前納制 をとっています｡ したがって､ 3月未ま

でになるべ く1年間分会費を御支払い下 さい｡

をお新規入会Tお申込みの場合は下記の会食 以外･に入会金 とし

て､100円お支払い下 さい｡

1｡年間の会費

lstvolume (4月号～ 9月号) 4,200円

2ndvolume

ー(1年分まと

結構です)

2.

(10月号- 3月号) 4,200円

,400円

てお支:払いが困難‡の向 き

香るペ く振替

口座 京 115312)

1volume 分ず丁っでも

利用の三上御納入下 さい.

留は御遠:慮下 さい)

お通信欄 に送金内容 を必ず丁明記 して下 さいO

代

〒606京都市左京区北白川追分町 京

℡ (075)753-7051 722-3540

大学湯川記念館内
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